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専門学校 に お ける マ ル チ メデ ィ ア 技術者教育と

教材開発の 事例

霜鳥 良雄
゜ 1

〈 概要 ＞ 21 世紀に は コ ン ピ ュ
ータ及び通信技術の 革新的進歩で 、誰で も何処か らで も自由に マ ル

　チ メ デ ィ ア で コ ミニ ケ
ー

シ ョ ン で きる社会が誕生 しよ うと して い る 。 イ ン タ
ー

ネ ッ トは 1つ の イ

　ン フ ラ とな り、 これを活かす為には マ ル チメデ ィ ア ソ フ トの 制作者を育成す るこ とが 21 世紀を

　迎えるに あた り社会的急務とな っ て い る 。 専門学校 で 特に 工 業専門課程の情報系学科 で は始ま っ

　たばか りで 、 マ ル チ メディ ア で情報発信能力を持 っ た人材を育成する教育現場 の 実状 と事例 、 今
後の 課題をまとめ た 。

〈 キー
ワ
ー ド〉 テ クニ カ ル ・デ ィ レ クタ、マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ 、教材開発

1 ，は じめ に

　従来 、 専門学校情報系学科 の 教育は 事務処
理 シ ス テ ム と自動制御シ ス テ ム に おけ る ソ フ

トウエ ア 技術者教 育の 2 つ に 大別 され る ， 1
940 年代 に 基本 コ ン ピ ュ

ー
タ ア

ー
キテ ク

チ ャ が誕 生 して以 来 上記 の 2分 野で 社会 に大

き く貢献 して きた
。 以来 半世紀 を迎 え新 たな

活用 分 野 の 技術革新 が あ り芸術性 。感性 を含
めた生活密着型 の コ ン ピ ュ

ータ が 誕 生 した 。

こ の マ ル チ メ デ ィ ア は 20 年前の ゲ
ーム マ シ

ン で その 気配は あ っ たが 広 く社会 に 受 け入 れ
られ る技術 と い う意味で は新 しい 。 マ ル チ メ

デ ィ ァは ハ
ー ドウエ ア と ソ フ トウ エ アか ら分

類で き前 者は パ ソ コ ン とネ ッ トワ
ー

ク後者 は

コ ン テ ン ツ に 分 け られ以降は後 者に つ い て 展
開す る 。

2．マ ル チ メ デ ィ ア ソ フ ト制作技術 者

　文字 、数値 に 加 え て 画像 、 映艨 、 音響情報

を組み 込ん だタ イ トル 制作す る 技術者を育成
す る専門 学校は 映像系 、 美術系、音楽系、 ビ

ジネス 系と工 業系学科 等か ら進め られ て い

る 。 工 業系学科で は 、今 まで 論理的思 考を 重

視 し標 準化 ・共通化 がテ
ー

マ で あ っ た 。

しか しマ ル チ メ デ ィ ア ソ フ トは 個牲化 重視で

芸術性 も求め ら れ る 。

人材像 は ク リエ ータ 、 デ ィ レク タ、プ ロ デ ュ

サ
ー、 シ ナ リオ ラ イ タ等 に大別 され る 。 こ の

様 な新 し い 分野 に は どの よ うな人 材像 の 教育

をす るか が重要で ある 。 わ が 校 で は 、 テ クニ

カ ル ・デ ィ レ ク タ
ーの 育成 を目指す こ とに し

た 。
コ ン ピ ュ

ー
タ の 特性を十分理解 し信 頼性

あ る シ ス テ ム 運用 が で き、 コ ン ピ ュ
ータ の ソ

フ トツ
ール を有効 に活用 して 個 人 の 潜 在 能力

を 引 き出す こ と で 種 々 の 創作活動が 行え る 。

さ ら に シ ナ リオ に 沿 っ て タイ トル 制作で きる

能 力を有す る。以 上 の よ うな 技術者像を テ ク
ニ カ ル ・デ ィ レ クタ と定義 した 。

3．教材テ
ー

マ の 選定

　 マ ル チ メ デ ィ ア タ イ トル とな りうる テ
ー

マ

を選定 しそれ に 沿 っ た教材 開発 が重要 と考 え

た 。 当初は 種 々 の 出版物の 中か ら と考え て い

た 。 しか し好み に 左 右 され る こ とが 制作側 と

受 ける側で 大 きな差が ある 。 日本 、 文化 、 芸

術 、 共通 性 、 学問、年齢 、 国際性等の キー
か

ら選定 して ス ト
ー

リ
ー

性を持 つ 浮世絵 シ リ
ー

ズ で 、 丁 度生 誕 200 年を迎 え る 「広重 の 東
海道五 十三 次」 を 選定す る こ とに した 。

4 、カ リキ ュ ラ ム に つ い て

　本校 にお ける マ ル チ メ デ ィ ア 教 育は 、 2 年
目を向か え て い る。企 画 、素材制作、オ ーサ

リ ン グ、 CD − ROM 化 ま で トー
タ ル 的に 行

え る マ ル チ メデ ィ ア ク リエ ー
タを基本 と しテ

クニ カ ル デ ィ レ クタを養 成す る とい う 目標 で

行 っ て い る 。 初年度 は 、 素材 制作系の 科 目で

は 映像 、 CG （コ ン ピ ュ
ー

タ ・グラ フ ィ ッ ク

ス ） 、 サ ウ ン ドを局比率 で 時間割編成 して い

た 。 そ の た め ど の 素材系 も平 均的に修得 で き
て い る 。 しか し授業時 間の 関係 で 各素材 系を
十分 に 満足 させ る状態に は至 っ て い な い 。

　そ こ で 次年度計画 と して、素材系科 目の 比

重を変え 1 素材系に 重みを置 き 、 特徴の あ る

教育 内容に す る こ とを検討 した
。

　タイ トル 制作 を考 え た 場合、必 ず 必 要 に な
゜
エ SHIMOTORI ，YOSHIO ：専門学校東京テ クニ カ ル カ レ ッ ジ
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るの が 全体の 配置構成や 色媾成 で ある 。 また

無か ら有を生み 出す こ とが で き 、 ビ ジ ュ ァル

な表現を強化 す る た め に 、CG を素材系科 目

の 中心 にす る こ と に した 。 デザ イ ン 構成 学を

べ 一ス に CG を学習 させ る こ で、映像、オー

サ リ ングな ど に も影響を与え る こ とが で き

る。以上の 点か らカ リキ ュ ラ ム の 変更を行 っ

た 。

　デ ザ イ ン構成学、デ ッ サ ン 、芸術鑑賞講座

な どの 科 目に よ り芸 術性 を養 わせ 、それ らの

科 目と リ ン ク させ た形で CG 実習を展 開 させ

て い く方法を と っ た 。

　以下 に 2 年 間の 教育 内容を 提示 す る 。 　（下

線部 は、 CG 特化教育 を表す 。 ）

【1年前期】

　● 基 本 的な コ ン ピ ュ
ー

タ 、マ ル チ メ デ ィ ア

　　 の 知識 と 、
パ ソ コ ン 操作 （ソ フ ト含 む ）

　● 一 支．

　● デザ イ ン構成学を基本に 置い た、．2血
　 　

一
コ

’
　

°
　 一　　・　

y −
　　　・　　 2DCG

● 映像 ・サ ウ ン ド技術

【1年後 期】

● コ ン ピュ
ー

タ編集技術 （オ
ー

サ リグ、 D

　 TP ） の 基 礎

● Ztii．tca
● デザ イ ン 構成学を基本 に置い た 、 鑞

　 　
“　

　 　　 “　 　　 3DCG

【2年前期】

　● 素材 制作 （映 像、サ ウ ン ド）

　● オ
ー

サ リ ン グ応用 技術

　● プ ラ ン ニ ン グか らシ ナ リオ制作 まで の

　　企画

　● 　　　　ニ 　
ー ：

　　
’
　4DCG

　● イ ン タ
ー

ネ ッ ト技術 （HTML 制 作含む）

作品制作 課題例 ：

「国旗 と国歌』 と い うテ
ー

マ を 基 に 各科 目を

リン クさせ グル
ープ単位で 、 タ イ トル を制作

す る （コ ラボ レ
ーシ ョ ン ）

【2 年後期】

　● 卒業制作 と して プラ ン ニ ン グか ら タイ ト

　　ル 制作 まで 1人 で 担 当 し完成 させ る

　　　 （CD − ROM 化 〉

　● プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン技術 ・技 法 （表現

　方法 と人前 で の 発 表）

こ の カ リキ ュ ラ ム に よ り 、
コ ン ピ ュ

ー
タ ・グ

ラ フ ィ ッ クス に 強い マ ル チ メデ ィ ア ク リエ
ー

タ教育を実現 して い る 。 また コ ン ピ ュ
ータを

ト
ー

タル 的 に理解 した テ ク ニ カ ル デ ィ レ クタ

を養成す る カ リキ ュ ラ ム にな っ て い る 。

5 ，東海道 五 十三 次制作 に 沿 う た 教育 例

　本校 で 実 施 して い る教育 内容 に お い て 、左

記 カ リキ ュ ラ ムを 自動車の 後輪 に 例え る な ら

そ の 前輪とな る もの が 以下の もの で ある 。

（1）本校で独 自に マ ル チメディ ア作L房 傑 「海　遺五

ナ三1次ノを制作しh イ ン タ
ー

ネ ツ あ及 び α ）−

ROM で置界’ご向’ナて秀信ナるσ

　 日本文化 の 「美 しさ」 「すば ら しさ」 を コ

ン ピ ュ
ー

タ上で 表現 し世界 に発信 して い くこ

とを 目的と し、 その 過程で 「何を表現したい

の か」 「それを どの よ うに 表現す れば よ い の

か 」 とい っ た作 品制作 の 第一歩 か ら ス タ
ー

ト

しハ イ ブ リ ッ ド版 CD −ROM 作品に 焼 き付 ける

まで の 全工 程を行 っ た
。

こ の 作 業は 規模が 大

きく参加 した学生 に と っ て は協 調作業を実践

的 に学ぷ 機会に もな っ た 。

  こ こ で 欝莞 した技 箭を授業 ’ご反 硬 さる ρ

　東海 道五十三 次の 中で 使 っ て い る 「効果

音 」 を 「サ ウ ン ド編集」 の 授業で 学生 に 制 作

さ せ る 。

‘3）本 作謁翩作の 原に 便用 した オ
ー

サ リン グ

技術 をま とめ τ 教科善を作成 。

　オ
ーサ リング ッ

ール 「Director」の 技術を

学ぶ ため の 独習書を開発 した 。

教本 とCD −ROM を併用 しなが ら学 習す る もの

でCD −ROM に納め られ た素材 （五十三次で使

用 した もの ）をオ
ー

サ リング しなが ら最終 的

に 「東海道五 十三 次」を完成 さ せ て い くも
の

。

6 ．今後の 課題

　 マ ル チ メデ ィ ア 作 品 の 制作 に は コ ン ピ ュ
ー

タ技術 の よ うな 「論理的要素」 に 加 え感受

性、表現 力 な どの 「感性 的要素 」 が 要求 され

る 。 多 くの 方 々 に 鑑 賞 して い た だ ける作品を

目指す場 合、 コ ン ピ ュ
ー

タ技術以外の 「感性

を磨 く教育 」つ ま り美術 、音楽、文章か らそ

の 美 しさを感 じ取 り、 さ らに 表現を翻造 で き

るような能 力を磨 き上 げる カ リキ ュ ラ ム が 重

要で ある 。 また伝達手段 として CD −ROM
、 イ

ン タ
ーネ ッ トを利用 する 場合の 「制作技 法 」

を構築す る必要 が あ る 。
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